韓国禮山郡等とのこれまでの交流

	年　月
	禮山郡を中心とした交流
	その他の韓国との交流

	平成20年7月
	
	トキの野生復帰を行っている韓国・慶尚南道のＮＧＯや農家が来豊し、郷公園や戸島湿地を視察

	8月
	
	ウポ沼で開催された「日韓中の絶滅危惧の鳥たちの野生復帰フォーラム」で市職員が報告

	10月
	
	ラムサール条約第10回締約国会議に市長が参加され、コウノトリ野生復帰の取組みをサイドイベント等で報告

	平成21年3月
	韓国文化財庁の職員、禮山郡の職員、コウノトリ復元センター研究員、農家代表など１２人が来豊。コウノトリ野生復帰に必要な環境整備や施設等の研修
	

	12月
	禮山郡で開催された『コウノトリ復元フォーラム』に職員が招待され、コウノトリ野生復帰について報告。また、禮山郡の野生復帰施設予定地などを視察
	

	平成22年3月
	禮山郡の職員、禮山郡議会議長、議員など１１人が来豊。郷公園、戸島湿地、野生復帰の取組みの研修
	

	7月
	豊岡で開催した『生物の多様性を育む農業国際会議（ICEBA2010）』に４人が参加。コウノトリ育む農法について学ぶとともに、豊岡の農家とも交流
	

	10月
	韓国教員大学でコウノトリ野生復帰に携わる教授や研究員が、第４回コウノトリ未来・国際かいぎに参加
	市長が、名古屋で慶尚南道・固城（コソン）郡主と懇談

	平成23年5月
	韓国教員大学の研究者とともに禮山郡の職員と施設設計チームが来豊し、郷公園と戸島湿地の両施設を中心に視察
	

	9月
	禮山郡の農家等２１人が来豊。（３月に約３０人が来豊予定だったが、東日本大震災の影響等で日程が変更になった）
	

	平成24年4月
	右記のシンポジウム参加で韓国を訪問した際に、「韓国教員大学コウノトリ復元センター」及び禮山郡のコウノトリ復元予定地を視察
	慶尚南道ラムサール環境財団主催の「水田と湿地の生物多様性保全を目的とした日韓自治体ネットワーク構築のためのシンポジウム」に中貝市長が参加、講演

	6月
	コウノトリの郷公園に視察で訪れていた韓国教員大学コウノトリ復元センター所長が中貝市長を表敬訪問
	

	10月
	コウノトリ湿地ネットの佐竹代表を含む３人が禮山郡を訪問
	


